
山本
やまもと

有三
ゆうぞう

（１８８７年～１９７４年） 

呉服商
ごふくしょう

の子として栃木市に生ま

れました。高等小学校を卒業後

上京し、東京帝国大学文学部で

学びました。日本の劇作家、小

説家、政治家として活躍
かつやく

しまし

た。真実を求めてたくましく生

きる人々の姿を描きました。主

な作品として「女の一生」「真実
しんじつ

一路
い ち ろ

」「路傍
ろ ぼ う

の石
いし

」などがあります。 

 


